
第1回生命科学部局交流会

キャリアアップセミナー ～ワタシの履歴書～
『博士号取得のその先って?』

企画者；倉澤香澄（生命D1）、城所比奈子（生命D1）、伊藤淑恵（M1）

実施日；2007年3月5日（月）

時間； 15:00~17:00
場所； 材料・物性総合棟 大会議室 （片平キャンパス）

報告者；
倉澤香澄（生命科学研究科 D1）

― 1ヵ月半を振り返って ―



• 講演内容
前半 研究のお話

後半 キャリアのお話

• 参加者
総数：32名（うちSA 6名）

所属：生命24名、薬学1名、化学1名、生物3名、他3名
男女：男性6名、女性13名（不明1名：アンケート20部より）



ドキドキ期（～講演者の決定）

1月18、 23日 初顔合わせ、ミーティング
– 講演会のイメージ

» 男女関係無く
» キャリアアップセミナー

– 講演会のスタイル
» 第一線で活躍する女性

（研究者、女性起業家･･･）
» 夫婦対談
» 著名人の講演

（中村桂子さん、向井千秋さん（夫婦？））

30日 1人目の候補者にコンタクト
31日 3回目ミーティング

2人目にコンタクト

講演依頼書の作成



ワクワク期（実際の具体的な準備）

2月8日 講演者決定、会場GET！
（本番25日前）

2月16日 ポスター完成
– ポスター掲示

» 生命科学研究科 祝賀会（16日）

» 生物総会（23日）

23日 応援SAにポスター、チラシ配布
（本番10日前） （生命、生物、地学、薬学、情報、歯学、農学）

事務関係
・企画書作成

・会場、控え室確保
・講演者手続き依頼
・情報収集
（印刷、軽食、

看板、会費･･･）
など

講演者との連絡

アナウンス関係
・SAへ応援依頼

・ポスター作成連絡
・チラシ印刷依頼
・開催アナウンス

(生命ML、SA ML、
grace ML）

など



パタパタ期（下見～本番当日）

2月26日 会場、控え室の下見
（本番7日前）

3月5日 本番
11:00 集合

14:00 先生到着

15:00 講演会

17:30 懇親会

19:30 「企画チーム」打ち上げ！

・懇親会買出し
・先生お迎え

・会場準備
・控え室準備

・看板、案内板の設置

・受付

事務関係

・送迎用タクシーチケット依頼

・看板用ボード依頼
・アンケート作成
・懇親会のスタイル検討

講師の窪川先生

講演会の様子

懇親会の様子



企画を終えて・・・ ―第2回交流会の開催を期待してー

– 聞きたい話が聞ける、呼びたい人が呼べる！

– 企画をきっかけに多くの人と出会い、関わることができる

– 企画全体の流れが経験できる

– 適宜、適材、適所
– 責任を持つことと、仕事を背負い込むのは別！

• 「きつくなったら、頼んじゃえ！」

– 研究室では得にくい経験・人間関係は大きな収穫

– メールで一緒に仕事を進めることの大変さを痛感･･･。
– 共通の認識ができてからは作業効率、UP！！
– 企画者と講演者で内容のイメージにギャップ･･･？！

• 共通の認識、イメージを持つことが大切！

• ゼロからの企画、やればできる！

• チーム仕事は楽しい！！
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